
 少量危険物の規制について（指定数量の５分の１以上指定数量未満）
指定数量の倍数が0.2以上1未満（指定数量の５分の１以上指定数量未満）の危険物を貯蔵・取扱いする場
合は、富津市火災予防条例(第３０・３１条関係)で定める技術上の基準によることとされています。

少量危険物を（屋内・屋外）貯蔵する場合の例

（空地）

（２）屋外で貯蔵する場合（例）

（空地）

00
（１）屋内で貯蔵する場合（例）

□ 採光・照明

□ 排出設備
可燃性蒸気又は微粉が滞
留するおそれのある場所

□ 壁・柱・床・天井は不燃材料
（又は不燃材料で覆われたもの）

□ 防火戸（窓及び出入口）

□ 標識・掲示板

□ 消火器

□ 換気設備□ ためます

□ 架台を設ける場合は
不燃材で堅固に造る

□ 危険物が浸透しない構造
とし適当な傾斜をつける
(コンクリート・金属板等)

□ 標識・掲示板

□ 貯蔵・取扱い場所の周囲に空地（又は防火上有効な塀） を設ける
（下表に掲げる空地の幅とする）

※ 危険物を収納した容器を架台（不燃材料）で貯蔵する場合は、高さ6ｍを超えてはならない

□ 消火器


